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＜連絡事項＞
・ベットマットレス消毒予定です。下記スケジュールで実施します。
	1/21
	火
	3
	301（2）・306（1）

	
	
	3
	306（3）

	
	
	3
	302（2）・307（1）

	1/22
	水
	3
	307（3）

	
	
	3
	303（3）

	
	
	3
	305（3）

	1/23
	木
	3
	308（3）

	
	
	2
	401（2）

	
	
	2
	402（2）

	1/24
	金
	3
	403（3）

	
	
	3
	405（3）

	
	
	3
	406（3）


＜患者様連絡事項＞
・角濱　義弘様～焦燥感・身体不調を訴え、本日の外出はキャンセルし、12/6（金）同時刻で申請しています。訴えも頻回で、話の聞き入れ出来ず切迫した様子で自身の主張を繰り返しています。
・山下　幸子様～臨時薬同内容にて14日分処方。

①フェキソフェナジンＯＤ錠６０mg　2 錠  1日2回　朝夕食後
②モンテルカストＯＤ錠１０㎎ 1 錠  1日1回　ねる前　
③ミヤＢＭ細粒3 包  1日3回毎食後
・夏坂　キミ様～臨時薬　酸化マグネシウム錠３３０ｍｇ 3 錠 1日3回　毎食後　14日分処方。ツロブテロールテープ２ｍｇ1日１回　１枚貼付　42日分処方。
・巴　勇樹様～お母様来院し、小遣い900円持参。役所にて世帯分離の手続きを済ませ、新しい保険証が発行されたとの事で、医事に提出しています。

＜要注目患者様＞
・角濱　義弘様～「(気分の落ち込みは)あまりないですけど、何ですかね？」「身体が動かなくて、ここ(ベッド)以外いたいと思わないんです」「いつになったらもとに戻るんでしょうか」と切迫した様子で話し掛け頻回にあり、「すごく気が焦ってどうしようもないんですよ。横になってもソワソワして自分ではどうしようもない」と繰り返し訴える。 本人希望にて、8：00　12：30ジアゼパム（2）1T服用しています。服用後も落ち着かない様子で、早めにスタッフと話しをする時間を設定して欲しいと何度も訴えています。
・鈴木　知子様～左肩から両腋窩にかけての疼痛があると訴え、カロナール服用後も疼痛は変わらないと話しています。処方は継続を希望していますが、「この薬は強すぎる気がする」とも訴え聞かれ服用を迷う様子見られています。本人へは、服用して様子を見るよう説明すると、拒否なく服用は出来ています。
・吉田　光良様～妄想発言はなく、易怒性もありません。空笑は見られていますが、話しかけには穏やかに対応されています。
・五日市　規様～表情の硬さや、壁を殴る動作見られていますが、スタッフ対応時には笑顔を作り穏やかです。妄想発言は聞かれません。血圧高値見られていますが、再検にて130台で経過しています。
・高橋　義明様～昼食の下膳時に残飯を処理していた所、他者から遅いと指摘を受け相手に叫び声を上げる様子見られています。スタッフが間に入ることでトラブルはなく、その後も気にする様子は見られません。
・中川原　義雄様～昼食の下膳時に他者が残飯を処理しているのを待てず、暴言聞かれています。相手から反論される事で、殴りかかろうとする様子見られていますが、スタッフ介入にて距離を置きトラブルには至っていません。病棟に戻ってからは苛々した様子や、他者への干渉は見られません。
